
　令和３年新年度を迎え、ばんたね病院職員一同新たな気持で地域医療に貢献できるよう努力してまいります。
　昨年２月から新型コロナウイルス感染症拡大により、大変困難な日々がいまなお続いております。ばんたね病院は昨年
２月から接触者・発熱外来を開設させていただいていますが、感染対策チームを中心に病院職員一丸となり、徹底した院
内感染防止により、通常の診療を続けさせていただいています。また、新型コロナワクチン接種の基本接種病院として、
社会に貢献していきます。
　今後も、引き続き徹底した感染対策を継続し、安心して治療を受けていただけるよう努めてまいります。
　新たな体制としまして、１月から、乳腺科の内海俊明教授が就任され、乳腺外来、手術を行っています。また、脳神経
外科准教授 小松文成先生が就任され、内視鏡脳外科手術をはじめ、三叉神経痛専門外来も設置いたしました。また、神
経内科学准教授 伊藤瑞規先生により、神経内科全般、特にパーキンソン病、脊髄小脳変性症など幅広い診療を行ってい
ます。common disease から大学病院としての先進的診断・治療にも力をいれていく所存です。
　今年度もばんたね病院は地域の先生方と密接な顔の見える連携をとり、地域医療連携ネットワークによる急性期病院としての地域完結型医療を推
進していきます。職員一同、総力を挙げて、地域医療に携わってまいりますので、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

―  4  ― ―  1  ―

新センター長・副センター長就任のご挨拶

平素より当院の地域医療連
携センターの運営に対しご指
導、ご支援を賜りまして誠にあ

りがとうございます。地域医療支援病院としてこのコ
ロナ禍におきましても、紹介率50％、逆紹介率70％の
目標値を維持できており、改めて先生方のご指導に感
謝申し上げます。昨年から常時発熱外来を設けて、
COVID-19感染疑いのある患者さんにつきましても
先生方からの要請にお答えできるようにしています。
これまで育んできました地域医療機関の先生方との
連携をより一層推進するとともに、地域住民の皆さん
に満足いただける安心・安全な医療サービスを提供で
きるよう努めて参りたいと思いますので、今後とも当
院を何卒よろしくお願い申し上げます。

地域医療連携センター長

小林 隆 医師
消化器内科 准教授

平素より、ばんたね病院に対しまして、
格別のご支援を賜りまして誠にありがと
うございます。
COVID-19 pandemicの中でも、先

生方のご協力のもの、円滑に医療連携について発展させるべく
努力をしております。そして、「かかりつけ医」である先生方のお
役にたてる地域医療支援病院を目指し、何よりも患者さんの治療
と健やかな生活になるようにお手伝いをさせていただけることは
当センターの誇りです。
当院では令和2年秋より内科学講座の再編があり、専門科の縦

割りではなく、あらゆる角度から患者様を診ていくことを目指し
ております。そして、当院の規模では「小回り」がききますから、そ
ちらをいかした連携により、患者様により良い医療を提供できる
と考えております。ハード面の充実だけではなく、人のつながり
を重要にすることを常に心がけております。
地域の先生方とは、顔の見える関係を構築する関係をなお一

層構築したいと考えております。今後も、当センターにあたたか
いご支援とご指導をお願いいたします。

地域医療連携副センター長

石井 秀樹 医師
循環器内科 准教授

病院長 堀口 明彦

新任医師のご紹介・診療科紹介

病院長あいさつ

乳腺外科

2021年1月からばんたね病院に異動してまいりました。乳腺疾患に特化した診療を行ないます。前任地では年間300例ほどの
乳がん手術を行っておりました。乳がんに対する治療は世界標準の治療を原則としておりますが、個々の患者さんのご希望も聞
きながら、最善の方法を患者さんと共に探っていきたいと思っております。The Best Doctors in JapanTM 2020-2021のほかイシュラ
による2020年版【日本の乳がん治療医“Warm 30” 】にも選出されております。

●専門分野：乳腺外科　●外来日：火曜日

教授 内海 俊明

脳神経内科

2021年1月より、ばんたね病院脳神経内科へ配属となりました伊藤瑞規と申します。脳神経内科は頭痛、めまい、認知症、てんか
ん、脳梗塞といった、比較的ありふれた症状・疾患から、パーキンソン病や筋萎縮性側索硬化症、脊髄小脳変性症などの神経変
性疾患まで幅広い疾患を担当しております。特に認知症や脳梗塞、各種神経変性疾患は高齢化に伴い患者数が増加の一途をた
どっており、初期には診断が難しい場合も多く、専門的な診断、介入も必要になることが多くなっております。また、これらの疾患は
地域の先生方との連携無しには診療を行うことができない状態になってきており、積極的に紹介・逆紹介などを行い、最善、最良
の治療を提供することができるよう、皆様と連携を深めて参りたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

●専門分野：神経変性疾患　●外来日：水曜日

准教授 伊藤 瑞規

脳神経外科

2020年11月より藤田医科大学ばんたね病院脳神経外科に赴任致しました小松文成と申します。三叉神経痛、片側顔面痙攣、
脳腫瘍への神経内視鏡手術を専門としています。三叉神経痛、片側顔面痙攣は長期間罹患されお困りの患者さんが多くいらっ
しゃいますが、手術（微小血管減圧術）にて根治が可能となっております。ばんたね病院脳神経外科は国内でも微小血管減圧術
の手術症例数が多い施設であり、神経内視鏡を用いて低侵襲で質の高い治療を提供しておりますのでご相談を頂けますと幸い
です。また、脳神経外科全般につきましても地域医療機関の先生方と連携を深め、患者さんが治療に専念できるよう安心したネ
ットワークの構築にも力を注ぎたいと考えております。何卒ご指導、ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

●専門分野：脳神経外科（三叉神経痛、片側顔面痙攣、脳腫瘍）　●外来日：月・水曜日

准教授 小松 文成

地域医療連携センターからのお知らせ

ＷＥＢにて診療・検査予約がお取り頂けます
地域医療連携センターは夕診時にもご利用頂けますよう平日19：00までお電話やＦＡＸによる診療・検査の予約申込みを受付

ております。またインターネット上で空き状況の確認と予約手続きが完了する「診療･検査予約システム」（24時間対応）も整備し
ております。導入を希望される医療機関さまはＩＤ・パスワードを即時発行致しますので、お気軽に地域医療連携センターまでお
問い合わせください。

平素より当院に格別のご高配を賜わり心より御礼申し上げます。2021年2月1日付けにて新たに地域医療連携センター長と
して小林隆医師（消化器内科）、副センター長として石井秀樹医師（循環器内科）が就任いたしましたのでご挨拶申し上げます。

各種講演会のご案内

新たな取り組みとして、昨年度よりＺＯＯＭシステムを活用した講演会を開催しております。今年度
も講演会開催を通じて地域の医療機関の先生方との交流の場を設けていきたいと存じます。FAXや郵
送等でご案内申し上げますので先生方のご参加をお待ちしております。

2021年2月9日（火）
14：00～14：50

「腎保護はアンチエイジング？」
＊日本医師会生涯教育制度対象講座

講師：稲熊 大城 医師
         （内科学講座 / 腎臓内科 教授）

●尾頭橋虹の会
2020年11月26日（木）

2021年2月18日（木）

「中川区における地域包括ケアシステムの取り組みについて」

「入院から在宅へ」

開催実績（2020年度）

http://www.fujita-hu.ac.jp/HOSPITAL2/
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特定行為看護師とは

慢性疾患管理モデル

ご案内
特定行為看護師の紹介
2021年度当院において、初めて5名の特定行為看護師が誕生しました。今後、病棟や外来にて幅広く活動いたし
ますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

●チーム医療を推進し、看護師が役割をさらに発揮するため、2015年10月に厚生労働省が施行した「特定行為に
関わる看護師の研修制度」によって生まれた名称です。

●医師の手順書をもとに患者に直接特定行為を行うことを認められた看護師です。
　研修を修了した看護師には、患者さんの状態を見極め、タイムリーな対応をすることなどが期待されています。

栄養や脱水補正のため
の輸液調整や血糖コント
ロールを行います。タイム
リーな対応ができるよう
連携を図っていきます。

7F 病棟
長﨑 理香

慢性疾患管理モデル

栄養・水分管理のため
の輸液調整や血糖コント
ロールのためのインスリ
ン調整を行います。病棟
で早期対応ができるよう
努めます。

6F 病棟
渥美 雅子

救急・集中ケアモデル

患者のために動脈穿
刺・人口呼吸器管理中の
鎮静薬調整や設定変更、
栄養及び水分管理を行い、
安心と信頼を届けます。

ICU
西嵜 政仁

救急・集中ケアモデル

呼吸チームと一緒に各
病棟で人工呼吸に携わっ
ていきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

4F 病棟
川西 美恵

創傷管理モデル

低栄養や脱水傾向にあ
る患者の輸液補給調整や
褥瘡の壊死組織除去、陰
圧閉鎖療法などタイムリー
なケア提供に努めます。

外来
鈴木 華代

病院駐車場

この度、病院新棟（建替え）について2023
年夏頃完成を目指し計画しております。それ
に伴い第1駐車場に仮設棟を建設するため
2021年4月より第1駐車場の使用ができなく
なりました。大変なご不便をお掛け致します
が何卒ご理解ご協力の程よろしくお願い申し
上げます。
また、新規で第5駐車場を2021年4月より
オープン致しました。是非ご利用ください。

v o l . 3 9B a n t a n e  N e t w o r k



―  2  ― ―  3  ―

特定行為看護師とは

慢性疾患管理モデル

ご案内
特定行為看護師の紹介
2021年度当院において、初めて5名の特定行為看護師が誕生しました。今後、病棟や外来にて幅広く活動いたし
ますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

●チーム医療を推進し、看護師が役割をさらに発揮するため、2015年10月に厚生労働省が施行した「特定行為に
関わる看護師の研修制度」によって生まれた名称です。

●医師の手順書をもとに患者に直接特定行為を行うことを認められた看護師です。
　研修を修了した看護師には、患者さんの状態を見極め、タイムリーな対応をすることなどが期待されています。

栄養や脱水補正のため
の輸液調整や血糖コント
ロールを行います。タイム
リーな対応ができるよう
連携を図っていきます。

7F 病棟
長﨑 理香

慢性疾患管理モデル

栄養・水分管理のため
の輸液調整や血糖コント
ロールのためのインスリ
ン調整を行います。病棟
で早期対応ができるよう
努めます。

6F 病棟
渥美 雅子

救急・集中ケアモデル

患者のために動脈穿
刺・人口呼吸器管理中の
鎮静薬調整や設定変更、
栄養及び水分管理を行い、
安心と信頼を届けます。

ICU
西嵜 政仁

救急・集中ケアモデル

呼吸チームと一緒に各
病棟で人工呼吸に携わっ
ていきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

4F 病棟
川西 美恵

創傷管理モデル

低栄養や脱水傾向にあ
る患者の輸液補給調整や
褥瘡の壊死組織除去、陰
圧閉鎖療法などタイムリー
なケア提供に努めます。

外来
鈴木 華代

病院駐車場

この度、病院新棟（建替え）について2023
年夏頃完成を目指し計画しております。それ
に伴い第1駐車場に仮設棟を建設するため
2021年4月より第1駐車場の使用ができなく
なりました。大変なご不便をお掛け致します
が何卒ご理解ご協力の程よろしくお願い申し
上げます。
また、新規で第5駐車場を2021年4月より
オープン致しました。是非ご利用ください。

v o l . 3 9B a n t a n e  N e t w o r k



　令和３年新年度を迎え、ばんたね病院職員一同新たな気持で地域医療に貢献できるよう努力してまいります。
　昨年２月から新型コロナウイルス感染症拡大により、大変困難な日々がいまなお続いております。ばんたね病院は昨年
２月から接触者・発熱外来を開設させていただいていますが、感染対策チームを中心に病院職員一丸となり、徹底した院
内感染防止により、通常の診療を続けさせていただいています。また、新型コロナワクチン接種の基本接種病院として、
社会に貢献していきます。
　今後も、引き続き徹底した感染対策を継続し、安心して治療を受けていただけるよう努めてまいります。
　新たな体制としまして、１月から、乳腺科の内海俊明教授が就任され、乳腺外来、手術を行っています。また、脳神経
外科准教授 小松文成先生が就任され、内視鏡脳外科手術をはじめ、三叉神経痛専門外来も設置いたしました。また、神
経内科学准教授 伊藤瑞規先生により、神経内科全般、特にパーキンソン病、脊髄小脳変性症など幅広い診療を行ってい
ます。common disease から大学病院としての先進的診断・治療にも力をいれていく所存です。
　今年度もばんたね病院は地域の先生方と密接な顔の見える連携をとり、地域医療連携ネットワークによる急性期病院としての地域完結型医療を推
進していきます。職員一同、総力を挙げて、地域医療に携わってまいりますので、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

―  4  ― ―  1  ―

新センター長・副センター長就任のご挨拶

平素より当院の地域医療連
携センターの運営に対しご指
導、ご支援を賜りまして誠にあ

りがとうございます。地域医療支援病院としてこのコ
ロナ禍におきましても、紹介率50％、逆紹介率70％の
目標値を維持できており、改めて先生方のご指導に感
謝申し上げます。昨年から常時発熱外来を設けて、
COVID-19感染疑いのある患者さんにつきましても
先生方からの要請にお答えできるようにしています。
これまで育んできました地域医療機関の先生方との
連携をより一層推進するとともに、地域住民の皆さん
に満足いただける安心・安全な医療サービスを提供で
きるよう努めて参りたいと思いますので、今後とも当
院を何卒よろしくお願い申し上げます。

地域医療連携センター長

小林 隆 医師
消化器内科 准教授

平素より、ばんたね病院に対しまして、
格別のご支援を賜りまして誠にありがと
うございます。
COVID-19 pandemicの中でも、先

生方のご協力のもの、円滑に医療連携について発展させるべく
努力をしております。そして、「かかりつけ医」である先生方のお
役にたてる地域医療支援病院を目指し、何よりも患者さんの治療
と健やかな生活になるようにお手伝いをさせていただけることは
当センターの誇りです。
当院では令和2年秋より内科学講座の再編があり、専門科の縦

割りではなく、あらゆる角度から患者様を診ていくことを目指し
ております。そして、当院の規模では「小回り」がききますから、そ
ちらをいかした連携により、患者様により良い医療を提供できる
と考えております。ハード面の充実だけではなく、人のつながり
を重要にすることを常に心がけております。
地域の先生方とは、顔の見える関係を構築する関係をなお一

層構築したいと考えております。今後も、当センターにあたたか
いご支援とご指導をお願いいたします。

地域医療連携副センター長

石井 秀樹 医師
循環器内科 准教授

病院長 堀口 明彦

新任医師のご紹介・診療科紹介

病院長あいさつ

乳腺外科

2021年1月からばんたね病院に異動してまいりました。乳腺疾患に特化した診療を行ないます。前任地では年間300例ほどの
乳がん手術を行っておりました。乳がんに対する治療は世界標準の治療を原則としておりますが、個々の患者さんのご希望も聞
きながら、最善の方法を患者さんと共に探っていきたいと思っております。The Best Doctors in JapanTM 2020-2021のほかイシュラ
による2020年版【日本の乳がん治療医“Warm 30” 】にも選出されております。

●専門分野：乳腺外科　●外来日：火曜日

教授 内海 俊明

脳神経内科

2021年1月より、ばんたね病院脳神経内科へ配属となりました伊藤瑞規と申します。脳神経内科は頭痛、めまい、認知症、てんか
ん、脳梗塞といった、比較的ありふれた症状・疾患から、パーキンソン病や筋萎縮性側索硬化症、脊髄小脳変性症などの神経変
性疾患まで幅広い疾患を担当しております。特に認知症や脳梗塞、各種神経変性疾患は高齢化に伴い患者数が増加の一途をた
どっており、初期には診断が難しい場合も多く、専門的な診断、介入も必要になることが多くなっております。また、これらの疾患は
地域の先生方との連携無しには診療を行うことができない状態になってきており、積極的に紹介・逆紹介などを行い、最善、最良
の治療を提供することができるよう、皆様と連携を深めて参りたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

●専門分野：神経変性疾患　●外来日：水曜日

准教授 伊藤 瑞規

脳神経外科

2020年11月より藤田医科大学ばんたね病院脳神経外科に赴任致しました小松文成と申します。三叉神経痛、片側顔面痙攣、
脳腫瘍への神経内視鏡手術を専門としています。三叉神経痛、片側顔面痙攣は長期間罹患されお困りの患者さんが多くいらっ
しゃいますが、手術（微小血管減圧術）にて根治が可能となっております。ばんたね病院脳神経外科は国内でも微小血管減圧術
の手術症例数が多い施設であり、神経内視鏡を用いて低侵襲で質の高い治療を提供しておりますのでご相談を頂けますと幸い
です。また、脳神経外科全般につきましても地域医療機関の先生方と連携を深め、患者さんが治療に専念できるよう安心したネ
ットワークの構築にも力を注ぎたいと考えております。何卒ご指導、ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

●専門分野：脳神経外科（三叉神経痛、片側顔面痙攣、脳腫瘍）　●外来日：月・水曜日

准教授 小松 文成

地域医療連携センターからのお知らせ

ＷＥＢにて診療・検査予約がお取り頂けます
地域医療連携センターは夕診時にもご利用頂けますよう平日19：00までお電話やＦＡＸによる診療・検査の予約申込みを受付

ております。またインターネット上で空き状況の確認と予約手続きが完了する「診療･検査予約システム」（24時間対応）も整備し
ております。導入を希望される医療機関さまはＩＤ・パスワードを即時発行致しますので、お気軽に地域医療連携センターまでお
問い合わせください。

平素より当院に格別のご高配を賜わり心より御礼申し上げます。2021年2月1日付けにて新たに地域医療連携センター長と
して小林隆医師（消化器内科）、副センター長として石井秀樹医師（循環器内科）が就任いたしましたのでご挨拶申し上げます。

各種講演会のご案内

新たな取り組みとして、昨年度よりＺＯＯＭシステムを活用した講演会を開催しております。今年度
も講演会開催を通じて地域の医療機関の先生方との交流の場を設けていきたいと存じます。FAXや郵
送等でご案内申し上げますので先生方のご参加をお待ちしております。

2021年2月9日（火）
14：00～14：50

「腎保護はアンチエイジング？」
＊日本医師会生涯教育制度対象講座

講師：稲熊 大城 医師
         （内科学講座 / 腎臓内科 教授）

●尾頭橋虹の会
2020年11月26日（木）

2021年2月18日（木）

「中川区における地域包括ケアシステムの取り組みについて」

「入院から在宅へ」

開催実績（2020年度）

http://www.fujita-hu.ac.jp/HOSPITAL2/

【編集発行】

【発行年月日】 2021年5月20日
〒454-8509　名古屋市中川区尾頭橋3-6-10
ＴＥＬ：052-321-8171（代表）052-323-5927・5918（地域医療連携センター直通）
ＦＡＸ：052-323-5726（地域医療連携センター直通）

地域医療連携センター藤田医科大学ばんたね病院

B
a
n t

a n
e  N e t w o r

k

3 9号
ば ん た ね


